
2009 年度 小委員会活動成果報告 
（2011 年 2 月 15 日作成） 

小委員会名 杭基礎の耐震設計法小委員会 
主 査 名：中井 正一 
就任年月：2009 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

構造委員会 
（基礎構造運営委員会） 

委員長名：中島 正愛 
主 査 名：中井 正一 

設 置 期 間    2009 年 4 月  ～  2012 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・上部構造との整合を図りつつ杭基礎の耐震設計の枠組みを構築する 
・初年度：現行指針の問題点・基本方針の確認 
・２年度：杭基礎の耐震設計の基本的な枠組みの議論 
・以降：耐震設計法の策定、PD またはシンポジウムの開催 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：無 

中井正一（千葉大学）、鈴木康嗣（鹿島建設）、田村修次（京都大学）、安達俊夫（日本大

学）、飯場正紀（建築研究所）、金子治（戸田建設）、小林勝已（フジタ）、関崇夫（大林組）、

土屋富男（竹中工務店）、時松孝次（東京工業大学）、林康裕（京都大学）、土方勝一郎（東

京電力）、真野英之（清水建設）、三町直志（日本設計） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・ 杭基礎構造の地震力評価 WG：耐震設計用地震力の評価法について検討を行う 
・ 杭基礎構造の応力評価ＷＧ：地震入力による杭応力の評価法について検討を行

う 

2010 年度予算 410,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数 4 回（年度内計画を含む）、他に幹事会 1 回 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
 

大会研究集会  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１. 今年度は主として WG での活動を重視し、小委員会ではその進捗状況を確

認した。 
２. 当初予定していた 3 つの WG のうち 2 つを設置し、活動を開始した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１. 上部構造・振動との連携のための意見交換を年度内に予定。 
２. 2011 年度もワーキングでの活動を重視する予定。2012 年度の大会において

杭の耐震設計に関する PD を開催する予定であり、その準備を行う。 

＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


